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「いましめを守
まも

る人
ひと

を神
かみ

は守
まも

りみちび
かん」（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』68 － 69）

トルティーヤ（中
ちゅう

南
なん

米
べい

のうす
やきパン）を食

た

べていたア
ナは，最

さい

後
ご

の一
ひと

口
くち

をほおばりま
した。やわらかくて，おいしい
トルティーヤでした。アナは
おばあちゃんのトルティーヤ
が大

だい

好
す

きです。朝
あさ

ごはん
で，一

いち

番
ばん

好
す

きなメニューで
した。

アナはアブエラおばあ
ちゃんがお皿

さら

をあらう
のを見

み

ていました。
いつもと同

おな

じ朝
あさ

で
した。でも，一

ひと

つ
だけちがって
いました。

アブエラおばあちゃんはいつも，歩
ある

いて市
いち

場
ば

に買
かい

い物
もの

に行
い

くのですが，
今
き ょ う

日はちがいました。今
き ょ う

日は食
た

べ物
もの

を買
か

うお金
かね

がなかったのです。
「あした，何

なに

を食
た

べるのかしら？」と
アナは思

おも

いました。
そのとき，アナは思

おも

い出
だ

しました。
アナは，お金

かね

がある場
ば

所
しょ

を知
し

ってい
たのです。昨

き の う

日の夜
よる

，アブエラおばあ
ちゃんが，小

ちい

さな白
しろ

いぬのに何
なん

まいか
のペソを入

い

れるのを見
み

たのでした。
「アブエラおばあちゃん，わすれたの？

食
た

べ物
もの

を買
か

うお金
かね

，あるわよ。」
「どのお金

かね

のこと？」  アブエラおば
あちゃんが聞

き

きました。
アナは急

いそ

いでお金
かね

を取
と

りに行
い

きま
した。お金

かね

が入
はい

っている小
ちい

さなふく
ろをふってみました。 チャリン。チャ
リン。

アブエラおばあちゃんはにっこりし
ました。「それは，わたしたちの什

じゅう

分
ぶん

の一
いち

よ，アナ。主
しゅ

のお金
かね

なの。」
「でも，わたしたち，あした何

なに

を食
た

べるの？」  アナは聞
き

きました。
「心

しん

配
ぱい

はいらないわ」とアブエラお
ばあちゃんが言

い

いました。「それは
ね，天

てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださるとい
う信

しん

仰
こう

があるからよ。」
次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

，アブエラおばあちゃん
はアナに最

さい

後
ご

のトウモロコシの粉
こな

 
で作

つく

ったトルティーヤをくれました。
そして，いすにすわりました。おばあ
ちゃんは，赤

あか

い花
はな

をワンピースにつけ
ながら，自

じ

分
ぶん

の小
ちい

さいころの話
はなし

をして
くれました。全

ぜん

然
ぜん

心
しん

配
ぱい

していないよう

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ボ
ズ
リ
ー

天
て ん

のお父
と う

様
さ ま

に 
ささげるペソ*
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こ
ど
も

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ボ
ズ
リ
ー

でした。
そのとき，アナはドアをたたく音

おと

が
聞
き

こえたので，ドアのところに急
いそ

いで
行
い

ってみました。
「ペドロおじさん！」
「二

ふ た り

人のところに行
い

かないといけな
いと感

かん

じたんだ」とペドロおじさんは
言
い

いました。おじさんは，ふくろを 3
つテーブルの上

うえ

に置
お

きました。一
ひと

つ
には，トルティーヤを作

つく

るためのトウ
モロコシの粉

こな

が入
はい

っていました。もう
一
ひと

つには，肉
にく

が入
はい

っていました。 3
つ目

め

には，市
いち

場
ば

から買
か

ってきたばかり
の新

しん

鮮
せん

な野
や

菜
さい

が入
はい

っていました。
「まあ，やさしい 子

こ

だこと」と 
アブエラおばあちゃんは言

い

いまし
た。「最

さい

高
こう

においしいミートボール
スープを作

つく

ってあげましょうね。」
「母

かあ

さんのスープは世
せ

界
かい

一
いち

だよ」
とペドロおじさんが言

い

いました。
アナは笑

わら

いながら手
て

をたたきま
した。

それから手
て

を止
と

め，笑
わら

うのもやめ
ました。一

ひと

つ知
し

りたいことがあった
のです。「アブエラおばあちゃん， 
ペドロおじさんが今

き ょ う

日来
く

るって知
し

っ
ていたの？ だから心

しん

配
ぱい

していな
かったの？」
「いいえ」とおばあちゃんは言

い

い
ました。「什

じゅう

分
ぶん

の一
いち

をおさめると
き，天

てん

のお父
とう

様
さま

が祝
しゅく

福
ふく

してくださ
るという信

しん

仰
こう

があるの。そして，
本
ほん

当
とう

に祝
しゅく

福
ふく

してくださったわ。」
アナはおばあちゃんをだきし

めました。自
じ

分
ぶん

はメキシコで

一
いち

番
ばん

幸
しあわ

せな女
おんな

の子
こ

だと思
おも

いま
した。アナとアブエラおばあ
ちゃんは天

てん

のお父
とう

様
さま

に信
しん

仰
こう

を
持
も

っていました。今
いま

，アナはア
ブエラおばあちゃんのおいしい
スープが楽

たの

しみでなりませんで
した。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ノースカロライナ州
しゅう

に住
す

んでいます。
*ペソ－中

ちゅう

南
なん

米
べい

のお金
かね

の名
な

前
まえ
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